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１．概要（Summary） 

エンジニアリングプラスチックの一種であるポリ (フェニ

レンスルフィド) (PPS) やその誘導体は、芳香族ジスルフ

ィドの酸化重合により室温大気圧下での合成が可能であ

る 1)。当研究室では、芳香環に置換基を導入したジスルフ

ィドモノマーから酸化重合により多様な芳香族ポリチオエ

ーテルが合成できることを見出している 2)。本報では酸化

重合によりアルキル置換 PPS を合成し、さらなる官能基

変換により側鎖に親水性基を導入した誘導体 (P2) を合

成した (Scheme 1)。得られたポリマーは非晶性であり、

かつ繰り返し単位が高い分子屈折を有する芳香環と硫黄

により構成されることから、高屈折率ポリマーとしての応用

が期待される。また親水性基の導入により無機微粒子と

の親和性向上が期待されたことから、複合による超高屈

折率化についても検討した。光学特性評価には早稲田

大学 ナノテクノロジープラットフォームの設備を利用した。 

 

 

 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高性能分光膜厚 測定装置 

 

【実験方法】 

上記のスキームに従い、親水性基を導入した芳香族ポ

リチオエーテル P2 を合成した。得られたポリマーをさらに

ゾル-ゲル法により酸化チタンと複合し、いずれもシリコン

ウェハ上へスピンコート法により成膜、分光エリプソメータ

ーにより屈折率を測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

P2 は PPS 骨格に

由来した高い屈折率 

(nD = 1.67) を示した 

(Fig. 1)。またさらに、

ゾルゲル法により酸化

チタンと複合すること

で屈折率が向上し、そ

の組成比によって屈折

率の制御が可能であ

った。屈折率はTiO2 = 

30 wt%のときに最大

で nD = 1.80まで向上

した。 
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Scheme 1 

P2 

 

TiO2 = 10 wt% 

TiO2 = 20 wt% TiO2 = 30 wt% 

Fig. 1 Refractive indices of 
P2-TiO2 hybrid films. 

1.6

1.7

1.8

1.9

2

400 500 600 700 800

R
e

fr
a

c
ti
v
e

 i
n

d
e

x
 (

-)

Wavelength (nm)

D line 

(589.3 nm) 


